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町
議
会
は
、町
政
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
話
し
合
い
、町
政
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

町
政
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
議
決
機
関
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
智
町
民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、日
々
活
動
し
て
い
る
議
員
20
人
を
紹
介
し
ま
す
。
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議席
番号 6

矢野博文

■住所／神崎

■所属委員会等

　産業建設常任委員会

議席
番号 1

沼口富生

■住所／上野

■所属委員会等

　総務文教常任委員会
　（副委員長）

議席
番号 7

堀江政洋

■住所／弁城

■所属委員会等

　厚生常任委員会（委員長）
　議会運営委員会

議席
番号 2

小松春義

■住所／上野

■所属委員会等

　厚生常任委員会

議席
番号 8

吉田　剛

■住所／金田

■所属委員会等

　厚生常任委員会
　議会運営委員会

議席
番号 3

皆川高司

■住所／上野

■所属委員会等

　副議長
　厚生常任委員会

議席
番号 9

渡邉文敏

■住所／金田

■所属委員会等

　厚生常任委員会

議席
番号 4

池永利治

■住所／伊方

■所属委員会等

　総務文教常任委員会（委員長）
　議会運営委員会（委員長）

議席
番号 10

浦田孝一

■住所／上野

■所属委員会等

　産業建設常任委員会

議席
番号 5

安永榮一

■住所／上野

■所属委員会等

　産業建設常任委員会
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議席
番号 16

浦田光由

■住所／金田

■所属委員会等

　総務文教常任委員会

議席
番号 11

植田年昭

■住所／伊方

■所属委員会等

　総務文教常任委員会

議席
番号 17

属　公弘

■住所／金田

■所属委員会等

　総務文教常任委員会

議席
番号 12

大島勇夫

■住所／赤池

■所属委員会等

　産業建設常任委員会（委員長）
　議会運営委員会（副委員長）

議席
番号 18

原田　正

■住所／伊方

■所属委員会等

　産業建設常任委員会

議席
番号 13

　津鶴己

■住所／伊方

■所属委員会等

　総務文教常任委員会
　議会運営委員会

議席
番号 19

日比生洋一

■住所／神崎

■所属委員会等

　産業建設常任委員会
　（副委員長）

議席
番号 14

片岡文雄

■住所／赤池

■所属委員会等

　厚生常任委員会

議席
番号 20

大島道人

■住所／神崎

■所属委員会等

　議長
　総務文教常任委員会

議席
番号 15

杉本數男

■住所／弁城

■所属委員会等

　福智町監査委員
　厚生常任委員会（副委員長）
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※任期は4年間（平成19年5月1日～平成23年4月30日）です。



「
福
智
町
議
会
だ
よ
り
」発
刊
に
あ
た
っ
て

議
長
あ
い
さ
つ
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今
年
４
月
、合
併
後
初
め
て
の
選
挙（
設
置
選

挙
）か
ら
議
会
議
員
の
定
数
が
20
人
体
制
と
な

り
、５
月
の
初
議
会
に
お
い
て
、議
長
の
要
職
に

就
か
せ
て
い
た
だ
き
、微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、本
町
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
推
進
に
議
員

一
丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努
力
を
い
た
す
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、先
般
の
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て「
福

智
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、今

回
よ
り『
議
会
だ
よ
り
』を
発
刊
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
住
民
の
知
る
権
利
、議
会
の
知
ら
せ
る
義
務

を
踏
ま
え
、編
集
の
基
本
で
あ
る「
あ
り
の
ま
ま
」

「
分
か
り
や
す
く
」「
住
民
と
と
も
に
」を
も
と
に
、

議
会
活
動
報
告
と
し
て『
議
会
だ
よ
り
』を
皆
さ

ま
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
広
報
特
別
委
員
会

と
共
に
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、行
政
の
チ
ェ

ッ
ク
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、地
域
の
声

を
反
映
す
べ
く
、慎
重
な
審
議
を
行
な
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。今
後
と
も
、な
お
一
層

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議 長 大 島 道 人副議長皆 川 高 司

特別委員会・議会選出委員等のご紹介
現在、福智町議会には３つの常任委員会（総務文教・厚生・産業建設）以外に、特別委員会が２つ設置されています。また、その

他にも一部事務組合議会や各種委員会・団体の委員としても活躍しています。その所属している委員会等をご紹介します。

田川地区清掃施設組合議会議員
小松春義、矢野博文、堀江政洋、
浦田孝一、　　鶴己、浦田光由

田川地区斎場組合議会議員
皆川高司

田川地区消防組合議会議員
植田年昭

田川地区水道企業団議会議員
渡邉文敏、大島道人

福智町社会福祉協議会理事
吉田　剛

福智町社会福祉協議会評議員
皆川高司

福智町消防委員会委員
沼口富生、植田年昭、日比生洋一

福智町青少年問題協議会委員
皆川高司、堀江政洋、吉田　剛

福智町国民健康保険運営協議会委員
小松春義、吉田　剛、植田年昭

福智町農業振興地域整備促進協議会委員
安永榮一

福智町民生委員推薦会委員
堀江政洋、渡邉文敏

福智町学校給食センター運営委員会委員
吉田　剛、渡邉文敏、　　鶴己

福智町育英資金貸与審議会委員
浦田孝一、　　鶴己、杉本數男

福智町企業誘致審議会委員
片岡文雄、浦田光由、原田　正

福智町地域新エネルギービジョン策定委員会委員
日比生洋一

市場地区用水路床版設置事業調査特別委員会
大島勇夫（委員長）、池永利治（副委員長）、他18名
※全議員で構成しています

広報特別委員会
沼口富生（委員長）、　　鶴己（副委員長）
堀江政洋、浦田孝一、大島勇夫、杉本數男
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平成19年第3回定例会が、9月11日～9月21日まで11日間の会期で開催されました。
また、8月30日に第4回臨時会が開催されましたので、結果をお知らせします。

定例会報告9 月
・ 9月11日（火）　本会議（第1日）
・ 9月12日（水）　決算特別委員会
・ 9月13日（木）　　　　〃
・ 9月14日（金）　総務文教常任委員会
・ 9月15日（土）～9月17日（月）　休会
・ 9月18日（火）　厚生常任委員会、産業建設常任委員会
・ 9月19日（水）　決算特別委員会
・ 9月20日（木）　本会議（第2日）一般質問
・ 9月21日（金）　本会議（第3日）

会期日程

《第4回　臨時会》

【発議第6号】

市場地区用水路床版設置事業の調査に関する決議の変更につ
いて

…8月30日　原案可決
　6月22日に決議した調査経費を変更しました。

《第3回　定例会》

【認定第1号】
平成18年度福智町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
について
…9月21日　原案認定
　平成18年度における一般会計及び特別会計歳入歳出決算の
　認定を行いました。

【議案第55号】福智町敬老祝い金支給条例の一部を改正する
条例について
…9月21日　原案可決
　敬老祝い金の支給対象者及び支給金額について、70歳以上
　の方に一律２千円を支給することに変更するため、条例の一部
　を改正しました。

【議案第56号】福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更に
ついて
…9月21日　原案可決
　福岡県市町村職員退職手当組合議会議員の選挙区及び定数
　に関する規定を変更することに伴い、組合規約が変更となりま
　した。

【議案第57号】第1次福智町総合計画基本構想の承認について
･･･9月21日　原案可決
　第1次福智町総合計画（まちづくり計画）基本構想を定めまし
　た。

【議案第58号】町道路線の認定について…撤回

【議案第59号】訴訟の提起について
…9月21日　否決
　旧赤池町での競争入札妨害により生じた損害金及び弁護士費
　用金、並びにこれらに対する遅延損金の納入について、訴訟を
　提起するため提案され、否決となりました。

【議案第60号】福智町非核平和の町宣言に関する決議について
…9月21日　原案可決
　平和の尊さと平和維持の重要性の意識啓発を推進していくた
　め、非核平和の町宣言を行いました。

【議案第61号】平成19年度福智町一般会計補正予算（第2号）
について
…9月21日　原案可決
　予算の総額に、歳入歳出それぞれ9億3902万3千円を追加し、
　予算の総額が歳入歳出それぞれ145億8588万8千円とな
　りました。

【議案第62号】議案の訂正について（訂正議案）
…9月21日　許可
　議案第61号の訂正を許可しました。

【諮問第3号】人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて
…9月21日　適任
　人権擁護委員の候補者として桑野京子氏が決定しました。

【発議第7号】福智町議会広報特別委員会設置及び委員の選任
について
…9月11日　原案可決
　議会の審議・活動状況を広く住民にお知らせするため、広報特
　別委員会を設置し、6名の委員を選任しました。

【請願2号】日豪ＥＰＡ交渉に関する意見書採択を求める請願
…9月11日　採択

【請願3号】第一保育所の存続に関する請願
…9月21日　採択

【陳情1号】「九州厚生年金病院の売却・民営化に反対し、存続・
充実を求める意見書採択」に関する陳情
…9月11日　採択
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　平成18年度福智町一般会計および特別会計歳入歳出決算を審査するため、

平成19年9月11日に決算特別委員会を設置し、3日間にわたり審議しました。

担当課より内容説明を受け、また福智町監査委員による決算審査意見書を

参考としながら慎重に審議した結果、当委員会としては認定すべきものと決

定しました。なお、決算額は次のとおりです。

・基金現在高の状況　（平成18年度末）・・・126億5849万8千円

・地方債現在高の状況（平成18年度末）・・・248億3675万2千円　

　※なお、地方債については国から約60％が地方交付税として交付されます。

決算特別委員会報告 委員長　皆川高司

区　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引

一 般 会 計 195億6218万6千円 186億2851万8千円 9億3366万8千円

区　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引

住宅新築資金等貸与事業 3億3823万8千円 3億1136万1千円 2687万7千円
国 民 健 康 保 険 24億3131万円 26億5337万6千円 △ 2億2206万6千円
老 人 保 健 27億8034万4千円 28億3077万7千円 △ 5043万3千円
福智町立診療所事業 9億1573万5千円 10億854万4千円 △ 9280万9千円
宅 地 造 成 事 業 1億2709万4千円 1億2549万9千円 159万5千円

〔特別会計〕

〔一般会計〕

区　　分 総収益 総費用 純利益

水 道 事 業 会 計 5億7433万9千円 5億6558万5千円 875万4千円

〔水道事業会計〕

町税
14億1500万円

7.2%

議会費
2億2800万円
1.2% 総務費

15億円
8.1%

民生費
32億8400万円
17.6%

衛生費
8億700万円
4.3%

労働費
18億7700万円
10.1%

農林水産業費
3億7300万円
2.0%

商工費
7600万円
0.4%

土木費
33億1200万円
17.8%

消防費
4億8100万円
2.6%

教育費
19億7400万円
10.6%

災害復旧費
2600万円
0.1%

公債費
21億9500万円
11.8%

諸支出金
24億9600万円
13.4%

繰入金
7億3800万円
3.8%

その他
21億8600万円
11.2%

地方交付税
61億4700万円
31.4%

国庫支出金
30億3700万円
15.5%

県支出金
10億7400万円

5.5%

地方債
43億1800万円
22.1%

地方譲与税等
6億4700万円
3.3%

歳　入 歳　出
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総務文教常任委員会報告 委員長　池永利治

〔付託された案件〕

議案第61号　 平成19年度福智町一般会計補正予算（第2号）

〔審査結果〕

　　9月14日に委員会を開催し、付託された補正予算につい

　て各担当課より説明を受け審査を行ないました。その結果、

　「学校給食センター改築工事」に関わる補正予算については、

　委員より多数の意見があり、付託された案件は否決となりま

　した。その後、執行部より「学校給食センター改築工事」　

　に関する予算を除いた『訂正議案』を提出したいとの申し出があり、9月18日に再度委員会を開催

　し、慎重に再審査を行なった結果当委員会としては『訂正議案第62号』を今議会に提出することを

　了承しました。

厚生常任委員会報告 委員長　堀江政洋

〔付託された案件〕

議案第55号　福智町敬老祝い金支給条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　ついて

議案第61号　平成19年度福智町一般会計補正予算（第2号）

請願第 3 号　第一保育所の存続に関する請願

〔審査結果〕

　　各担当課職員より説明を受け、質疑を交えながら慎重に審査した結果、2件の議案については可決、

　請願については採択すべきものと決定しました。なお、主な質疑は次のとおりです。

 

　  問　福智町敬老祝い金支給条例の改正は充分周知しましたか。

　（答）　老人会の役員さんには了解を得ています。また、区長等の説明会も開いています。

　  問　福智町立第一保育所については、保護者・住民と充分話し合って結論を出してほしい。

　（答）　来年4月実施にこだわらず、充分話し合い実施していきたい。

　  問　ごみ処理施設の問題が暗礁に乗り上げていると聞きましたがどうなっていますか。

　（答）　場所の選定は白紙の状態です。生ごみの堆肥化など、ごみ処理の処分方法を考えていきたい。

　  問　コスモス診療所の経営診断が出ましたが、その後どのような対応をしていますか。

　（答）　人件費は削減しました。薬品はゼネリックも取り入れています。
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監査委員報告
平成18年度福智町一般会計及び特別会計歳入歳出決算について審査をおこないました。

結果・意見は次のとおりです。

【審査結果】

　　違法な点は見受けられず、関係諸票及び証憑書類と合致しており、計算計数は正確であ

　ることを確認しました。

【意見】

　　税や使用料等の収納状況が極めて悪い状況にある。財政基盤の脆弱な本町にあっては

　自主財源確保のため、収納率のなお一層の向上を望む。財政の硬直化を示す指標である

　経常収支比率は100.7％で危険ラインを大きく上回る状況にある。事業の採択は、事業

　効果等を充分精査し、公債費の抑制に努める必要がある。

　　人件費においては、事務事業の整理統合などの早急な見直しが必要である。また、臨時

　職員数が合併時から54名の増員となっている。臨時職員の必要性、適正な配置等を早急

　に精査する必要がある。このような状況を踏まえ、あらゆる手法を活用し、簡素で効率的・

　効果的な行財政体制を早急に確立するため、合併効果をいかした行財政運営を図る具体

　的な行動を期待する。

産業建設常任委員会報告 委員長　大島勇夫

〔付託された案件〕

議案第58号　町道路線の認定について

議案第61号　平成19年度福智町一般会計補正予算（第2号）

〔審査結果〕

　　各担当課より内容説明を受け、現地確認等も行ない慎重

　に審査した結果、議案第61号については可決となりました

　が、議案第58号については委員会として必要を認めないと

　の意見が大勢を占めたため、執行部が取り下げました。

議会は公開が原則です。本会議は傍聴することができます。各委員会について

は委員長の許可を得た者が、傍聴することができます。

〔9月定例会〕

◆本会議傍聴者数　５４人　　◆各委員会傍聴者数　１０人　　※延人数です

▲現地確認

ぜいじゃく
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　世界の恒久平和の実現は人類共通の願いです。福智町では平和の尊さ

と平和維持の重要性の意識啓発を推進していくため、非核平和の町宣言を

おこないました。

～福智町非核平和の町宣言～
　恒久の平和と安全は、私たち人類共通の思いである。

　福智町は、福智山をはじめとする緑豊かな自然と貴重な文化財の宝庫で

ある。

　この郷土の自然と歴史を守り、次の世代へと継承していくことこそが現

在生きている私たちの使命である。

　わが国は、非核三原則を堅持する平和を愛する基本理念のもと、世界唯

一の被爆国として再び同じ惨劇を繰り返さぬよう一切の核兵器とあらゆる

戦争の撲滅を訴え、ここに非核平和の町を宣言する。

市場地区用水路床版設置事業調査特別委員会の報告
現在、調査中ですので結果が出ましたら報告します。

福智町非核平和の町宣言に関する決議について議案第60号

第一保育所の存続に関する請願請願3号

【請願理由】第一保育所は、戦後の早い時期から地域住民、保護者、保育士

が協同して地域と一体になり、きめ細やかな地域に適した保育事業をおこ

なってきました。近年になって少子化が叫ばれる時期にあっても、保育士・

保護者・地域の関係者が知恵を出し合い、小規模しかできない特色を生か

した保育で、様々な方面からご支援を受けています。町財政の厳しい状況

に関しましては理解しますが、福智町の将来を担う子ども達の環境整備、

特に育児環境ひいては教育環境の拡充はもっとも重要な施策として推進していただきたいと思います。 

【請願事項】

　・ 統合に関しての協議については、区・保護者と充分に協議し、独断で判断しないこと

　・ 早急な結論を出すのではなく、時間をかけて協議すること

　・ 第一保育所の在り方を、統合という形だけではなく、違う方向性を考えていくこと 

　※この請願は採択され、町長へ意見書を提出しました。

↑3,353人の署名が提出されました。

遠い遠い未来まで平和に
暮らせるように願って…

お 知 ら せ
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属　公弘 議員矢野博文 議員

【
質
問
】
機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
現

在
、
職
員
全
員
で
何
人
で
す
か
。

【
回
答
】〔
総
務
課
長
〕
正
規
の
職
員
が
３
４
７
名
。
嘱
託
、

臨
時
、パ
ー
ト
で
１
７
７
名
、
合
計
で
５
２
４
名
と
な
り

ま
す
。

【
質
問
】
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
は
な
ん
だ
と
考
え
ま

す
か
。

【
回
答
】〔
住
民
課
長
〕
管
理
監
督
者
は
職
務
に
つ
い
て
、

知
識
、能
力
、態
度
、ま
た
判
断
等
、能
力
に
優
れ
て
お
る
、

職
員
よ
り
も
一
歩
も
二
歩
も
優
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、ま
た
指

導
が
で
き
な
い
と
、そ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
職
務
遂
行
に
対
し
て
組
織
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
総
括
能
力
が
あ
る
か
な
い
か
で
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
自
分
の
能
力
を
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
と
い
う

こ
と
は
や
る
気
だ
と
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
や
る
気
を
起

こ
し
て
や
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】〔
保
健
課
長
〕
役
場
と
い
う
こ
の
組
織
を
活
性

化
す
る
も
、
ま
た
衰
退
さ
せ
る
も
我
々
管
理
職
の
指
導

力
、
そ
れ
か
ら
自
分
自
身
の
資
質
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に

大
き
く
か
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
組
織
を
活
性
化

さ
せ
て
い
く
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
頑
張
る
人
に
は
や
っ

ぱ
り
そ
れ
な
り
の
評
価
、
そ
し
て
ま
た
、
反
対
に
怠
る
人

に
は
そ
れ
相
当
の
処
分
等
を
含
め
、
適
切
な
人
事
評
価

を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
事
評
価
制
度

を
早
急
に
導
入
を
し
て
、
や
る
気
の
あ
る
者
を
引
き
上

げ
て
や
る
と
い
う
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
福
智
町
の
人
事
制
度
は
年
齢
序
列
か
年
功
序

列
か
、
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

【
回
答
】〔
副
町
長
〕
現
在
、人
事
評
価
制
度
の
検
討
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
人
事
評
価
は
公
平
性
・
透
明
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
確
立
に
は
多
少
の
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
公
共
の
物
件
を
ど
れ
だ
け
統
廃
合
す
る
の
か
、

効
率
的
な
運
営
を
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

【
回
答
】〔
財
政
課
長
〕
旧
三
町
に
は
重
複
し
た
施
設
が

あ
り
ま
す
。
８
月
に
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、１１
月
末
ま

で
に
答
申
を
出
す
こ
と
で
現
在
進
行
中
で
す
。

【
質
問
】
方
城
、
赤
池
支
所
の
経
費
と
人
件
費
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

【
回
答
】〔
方
城
支
所
長
〕
人
件
費
が
１
億
６
５
０
０
万

円
、
物
件
費
、
管
理
費
が
２
５
０
０
万
円
、
合
計
で
１
億

９
千
万
円
が
１８
年
度
の
決
算
額
で
す
。

〔
赤
池
支
所
長
〕
人
件
費
、
物
件
費
を
含
め
ま
し
て
、
１

億
８
６
５
０
万
１
５
８
９
円
で
す
。

【
質
問
】
両
支
所
の
本
庁
へ
の
統
合
、
ど
う
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

【
回
答
】〔
副
町
長
〕
財
政
的
に
は
廃
止
し
て
本
庁
一
本
化

が
望
ま
し
い
が
、
地
域
の
住
民
の
方
の
利
便
性
等
を
考

え
て
、
小
規
模
な
施
設
に
移
設
す
る
の
か
、ま
た
は
廃
止

す
る
の
か
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
委
員
会
は
い
く
つ
あ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
費
用

が
か
か
っ
て
い
ま
す
か
。

【
回
答
】〔
総
務
課
長
〕
委
員
会
の
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
委
員
報
酬
と
し
て
、１８
年
度
決
算
で
４
２
６
７
万
７

０
０
０
円
支
払
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
公
営
住
宅
の
家
賃
、
過
年
度
を
入
れ
て
い
く
ら

未
納
が
あ
り
ま
す
か
。

【
回
答
】〔
住
宅
課
長
〕
住
宅
使
用
料
は
１
億
５
３
０
０

万
円
、
住
宅
管
理
料
は
９
０
０
万
円
、
駐
車
場
そ
の
他
４３

万
円
、総
計
し
ま
す
と
約
１
億
８
０
０
０
万
円
で
す
。

【
質
問
】
福
智
町
全
体
の
未
納
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

【
回
答
】〔
財
政
課
長
〕
全
体
の
滞
納
額
は
１８
年
度
決
算

で
約
３１
億
円
で
す
。

【
質
問
】
庁
舎
の
中
に
技
術
者
が
い
な
い
。
３０
万
円
で
も
５０
万

で
も
全
部
委
託
で
設
計
に
落
と
し
て
し
ま
う
。
建
設
課

に
は
家
を
建
て
れ
る
だ
け
の
技
術
者
は
お
ら
れ
ま
す
か
。

【
回
答
】〔
建
設
課
長
〕
住
宅
に
つ
い
て
は
、
１
、
２
級
建

築
士
、
土
木
に
つ
い
て
は
１
、２
級
土
木
施
工
管
理
技
士

が
最
低
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
研
修
等
に

職
員
を
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
町
営
住
宅
を
修
繕
す
る
大
工
さ
ん
何
人
お
り

ま
す
か
。

【
回
答
】〔
住
宅
課
長
〕
営
繕
大
工
と
し
て
３
人
雇
用
し

て
い
ま
す
。

【
質
問
】
事
務
機
構
の
主
だ
っ
た
見
直
し
と
い
う
こ
と
を

お
聞
き
し
た
い
。

【
回
答
】〔
副
町
長
〕
今
後
の
職
員
数
削
減
に
伴
い
、
組
織

の
縮
小
・
廃
止
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
情
報
漏
洩
に
つ
い
て

�
6
月
議
会
時
に
お
い
て
、
夕
方
協
議
し
た
内
容
が
翌

朝
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
又
、
7
月
２３
日
、

市
場
地
区
用
水
路
床
版
設
置
工
事
1
0
0
条
委
員
会
で

の
質
問
が
、
8
月
3
日
に
は
当
事
者
（
母
親
）
か
ら
謝
罪

要
求
文
が
き
た
原
因
を
追
求
。
�
特
定
の
人
物
に
情
報

を
漏
ら
す
疑
惑
を
持
た
れ
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で

す
か
ね
。
当
然
否
定
す
る
と
思
い
ま
す
が
。
�
事
務
局
長

は
あ
る
議
員
と
食
事
を
と
も
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
�
職
員
倫
理
条
例
「
4
条
（
3
）
職
員
は
勤
務
時
間

以
外
に
お
い
て
自
ら
の
行
動
は
公
務
の
信
用
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
を
常
に
認
識
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
5
条
（
2
）
他
の
町
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ

う
な
行
為
、
職
員
倫
理
規
則
１１
条
管
理
監
督
者
の
指
示

で
当
該
不
当
な
働
き
か
け
を
拒
否
す
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
に
抵
触
疑
惑
を
も
た
れ
る
職
員
の
対

応
、
局
長
の
見
解
と
町
長
の
見
解
。

【
回
答
】〔
議
会
事
務
局
長
〕
�
�
情
報
漏
洩
を
し
た
記

憶
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
テ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
議
長
の
も

と
で
管
理
し
事
務
局
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
会
議
録
の

閲
覧
交
付
は
、会
議
録
を
作
成
後
、署
名
議
員
が
署
名
し
、

秘
密
会
で
な
い
限
り
交
付
、
閲
覧
を
し
て
い
ま
す
。
�
あ

り
ま
す
�
〔
議
会
事
務
局
長
〕
職
員
の
倫
理
規
則
に
抵

触
す
る
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
任
命
権
者
の
判
断
を
仰

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。〔
町
長
〕
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、

決
断
を
出
す
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
コ
ス
モ
ス
診
療
所
に
つ
い
て

�
診
療
所
の
累
積
赤
字
は
い
く
ら
で
す
か
。
経
営
を
続

け
て
い
く
メ
リ
ッ
ト
。
�
医
療
事
故
、
医
療
ミ
ス
の
対
応
。

事
実
が
わ
か
っ
て
職
員
、
職
員
の
家
族
な
ど
、
診
療
所
に

通
院
で
き
ま
す
か
。
�
こ
の
先
、
過
去
事
故
等
が
あ
っ
た

と
き
の
補
償
問
題
。

【
回
答
】〔
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
〕
�
平
成
１８
年
度

決
算
に
お
い
て
、
約
１
億
１
2
0
0
万
円
の
累
積
赤
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
経
営
意
識
を
き
ち
ん
と
持
ち

な
が
ら
住
民
の
皆
様
に
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
の
か
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
�
補
償

問
題
等
に
つ
い
て
は
、
医
局
・
ド
ク
タ
ー
と
協
議
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
入
札
方
法
に
つ
い
て

�
一
般
競
争
入
札
の
際
、
業
者
に
ど
の
よ
う
に
知
ら
せ
て

い
ま
す
か
。
�
談
合
問
題
で
新
聞
報
道
さ
れ
た
も
の
が

二
、
三
件
あ
り
ま
し
た
が
業
者
選
択
を
し
た
指
名
委
員

会
に
も
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
入
札
を
複
数

辞
退
す
る
、
あ
る
い
は
失
格
を
複
数
し
た
業
者
に
、ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
等
は
考
え
て
い
ま
す
か
。
�
町
発
注
工
事
は

１８
件
あ
り
ま
す
。
入
札
参
加
業
者
1
6
3
件
、
辞
退
件

数
１３
件
、
失
格
件
数
４１
件
、
失
格
業
者
に
は
2
〜
3
回

失
格
し
た
業
者
が
１３
件
。一
般
競
争
入
札
は
2
5
0
0

万
円
以
上
で
し
た
。
そ
の
中
に
失
格
業
者
が
３５
件
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
失
格
業
者
が
多
い
の
は
談
合
あ
り
き
の
入

札
と
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
。
�
談
合
問
題
で
新
聞
報

道
さ
れ
た
の
が
2
、
3
件
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
町
福
智
町

が
こ
の
よ
う
な
事
案
で
報
道
さ
れ
た
事
は
心
外
で
す
。

業
者
を
選
択
し
た
指
名
委
員
会
の
方
に
も
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
委
員
会
の
考
え
方
を
お
聞
き
し
た
い
で

す
。
�
指
名
委
員
会
が
自
信
を
持
っ
て
選
択
し
た
業
者

の
中
に
い
ま
だ
に
９０
数
％
で
落
札
し
て
い
る
業
者
が
い

ま
す
が
、こ
の
件
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

【
回
答
】
�
〔
財
政
課
長
〕
選
定
委
員
会
に
諮
り
業
者
を

決
定
し
、町
長
決
裁
を
受
け
た
後
に
フ
ァ
ク
ス
等
で
知
ら

せ
て
い
ま
す
。
�
〜
�
〔
町
長
〕
工
事
を
発
注
す
る
と
き
、

地
域
性
・
特
異
性
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
指
名
委
員
会

で
指
名
候
補
を
あ
げ
、
不
正
な
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
な

い
確
信
を
も
っ
て
最
終
決
裁
を
し
て
い
ま
す
。
あ
る
工
事

に
つ
い
て
は
、
新
聞
社
に
談
合
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
最
初

に
落
札
し
た
業
者
お
よ
び
参
加
し
た
業
者
を
全
て
外
す

厳
し
い
対
処
を
し
、
改
め
て
指
名
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替

え
発
注
契
約
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
辞
退
・
失

格
を
複
数
し
た
業
者
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
す
が
、

規
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
指
名
停
止
等
の
措
置
を

し
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
町
税
金
等
、
徴
収
率
と
滞
納
金
に
つ
い
て

�
筑
豊
は
県
下
で
徴
収
率
ワ
ー
ス
ト
6
位
に
ほ
と
ん
ど

入
っ
て
い
ま
す
が
福
智
町
の
徴
収
率
は
何
％
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
�
住
宅
新
築
資
金
の
未
収
金
、
自
己
破
産
等

を
し
た
人
の
回
収
方
法
？
何
の
た
め
の
連
帯
保
証
人
か
！

�
広
報
で
町
長
は
先
頭
を
切
っ
て
集
金
を
し
て
い
る
。

管
理
職
は
公
売
も
か
け
き
ら
な
い
。
こ
の
先
福
智
町
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
？
�
回
収
す
る
姿
勢
、
悪
質
な

滞
納
者
に
は
強
く
対
処
し
、
経
済
的
弱
者
に
は
分
割
等

の
方
法
を
考
慮
す
れ
ば
納
税
率
も
上
が
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か

説
明
願
い
ま
す
。
�
町
内
に
あ
る
温
泉
施
設
（
ふ
じ
の
湯
、

日
王
の
湯
）
無
料
、
町
職
員
は
1
0
0
円
で
入
浴
し
て
い

て
誰
が
入
場
料
を
払
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
�
全
般
的

に
徴
収
率
も
悪
く
、
こ
の
先
福
智
町
は
ど
の
よ
う
に
運

営
を
し
て
い
く
の
か
、
課
に
よ
っ
て
は
億
単
位
の
未
回
収

金
が
あ
り
、
町
長
初
心
に
戻
っ
た
方
が
行
政
改
革
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
不
透
明
な
部
分
に
目
を
つ

ぶ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
�
〜
�
〔
税
務
課
長
〕
徴
収
率
を
上
げ
る
た
め
、

現
在
、公
売
等
の
措
置
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
段

階
で
す
。〔
産
業
振
興
課
長
〕
町
内
温
泉
施
設
に
つ
い
て

は
、
職
員
が
加
入
し
て
い
る
福
岡
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
の
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
5
0
0
円
の
入
場
料

の
う
ち
4
0
0
円
の
補
助
を
受
け
、
職
員
は
1
0
0
円

を
支
払
い
利
用
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

掲
載
文
字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、質
問
事
項
の
多
く
を
省
略
し
て
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、議
会
事
務
局
に
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ろ
う
え
い

※一般質問は受付順に掲載しています。
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▲消防団員の駐車場がない第3分団格納庫

【
質
問
】
消
防
施
設
に
つ
い
て

上
金
田
地
区
に
あ
る
第
３
分
団
の
格
納
庫
は
、
住
宅
の

中
に
あ
り
道
路
が
大
変
狭
く
、
出
動
時
に
は
右
に
一
方
向

し
か
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
団
員
の
駐
車
場
も
な
い
状

態
で
す
。
ま
た
、
防
火
水
槽
に
つ
き
ま
し
て
も
私
有
地
内

に
あ
る
箇
所
が
三
、
四
箇
所
あ
り
、
備
品
も
か
な
り
足
り

な
い
も
の
が
多
く
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

の
消
防
活
動
が
迅
速
に
対
応
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
改
善
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

ご
意
見
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
昨
年
末
に
、年
末
警
戒
で
各
分
団
を
回

っ
た
際
に
、
現
地
を
確
認
し
、ま
さ
に
そ
う
い
う
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
団
員
の
方
が
集
ま
り
や
す
い
機
動

性
あ
る
施
設
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
現

在
、公
共
施
設
等
の
統
廃
合
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
上
金
田
地
区
に
適
切
な
施
設
が
あ
る
の
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、
施
設
が
な
い
と
し
て
も
何
と

か
改
善
の
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
農
業
関
係
に
つ
い
て

�
町
長
は
施
政
方
針
の
中
で
、
農
業
は
町
の
基
幹
産
業

で
あ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
施
策
を
お
伺
い
し
ま
す
。

�
国
は
、
経
営
の
大
規
模
化
お
よ
び
効
率
化
を
進
め
て

お
り
、
小
さ
な
農
家
は
厳
し
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
施
設
園
芸
農
家
も
大
変
厳
し
い

経
営
状
況
に
あ
り
、
施
設
や
水
質
の
改
善
、
ま
た
拡
充
に

よ
り
高
品
質
の
作
物
や
収
穫
量
の
増
加
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
国
・
県
の
補
助
事
業
が
対
応
さ
れ
な
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
に
対
し
、
福
智

町
独
自
の
事
業
を
打
ち
出
し
対
応
で
き
な
い
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

�
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
に
つ
い
て
、
休
止
し
て
い

る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
有
効
な
活
用
が
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
取
り
組
め
ば
、
雇
用
や
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
�
平
成
１９
年
度
の
施
政
方
針
で
、福
智

町
に
と
っ
て
農
業
は
基
幹
産
業
で
あ
る
と
表
明
を
し
ま

し
た
。
今
後
は
い
か
に
活
性
化
し
て
い
く
の
か
が
重
要

な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
動
い
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
給
食
等
に
福
智
町
内
で
産
出
し

た
も
の
を
取
り
入
れ
る
地
産
地
消
を
考
え
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
学
校
給
食
等
の
食
材
提
供
と
い
う
こ
と
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、農
業
関
係
者
の
方
々
と
協
力
し
、

具
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
町
内
に
、小
規
模
で
施
設
園
芸
を
し
、規
模
の
拡
大
を

通
し
な
が
ら
振
興
を
図
る
努
力
を
さ
れ
て
い
る
方
々
は

存
じ
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
独
自
で
の
助
成
制

度
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。
生
産
者
の
方
が
、金
融
機
関
よ

り
融
資
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
融
資
利
息
の
一
部

補
助
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
生
産
者
の
振
興
、
将
来

的
な
安
定
を
考
え
た
と
き
に
、
生
産
者
の
方
が
き
ち
ん

と
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

今
後
大
い
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
現
在
、
公
共
施
設
お
よ
び
遊
休
あ
る
い
は
現
在
使
用

し
て
い
な
い
も
の
を
含
め
て
、
統
廃
合
・
有
効
活
用
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
活
用
で
き
る
も
の
は
関

係
者
の
方
々
に
ご
提
示
し
な
が
ら
時
期
が
き
ま
し
た
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
学
校
内
の
環
境
に
つ
い
て

学
校
関
係
の
臨
時
職
員
は
、
夏
休
み
中
は
配
置
を
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
休
み
中
に
学
校
を
見
て
回
り
ま

し
た
ら
、
草
が
伸
び
花
壇
が
枯
れ
、
荒
れ
た
状
態
で
し
た
。

新
学
期
が
始
ま
り
、
先
生
方
、
職
員
が
苦
労
し
草
を
刈
っ

た
よ
う
で
す
が
、
以
前
に
比
べ
る
と
ま
だ
荒
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、

今
ま
で
は
夏
休
み
中
に
本
の
整
理
や
修
復
、
図
書
学
習

計
画
の
作
成
等
を
し
、
子
ど
も
が
本
に
興
味
を
示
す
よ

う
な
環
境
を
整
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
校
環

境
も
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
臨
時
職
員
を

配
置
を
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
結
果
お
よ

び
影
響
が
出
た
の
か
説
明
を
願
い
ま
す
。

【
回
答
】〔
教
育
長
〕
各
学
校
に
は
、
新
学
期
が
始
ま
っ
て

も
子
ど
も
た
ち
に
影
響
が
な
い
よ
う
、
正
規
の
職
員
等

の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
し
、
校
長
会

の
中
で
も
そ
れ
に
関
し
て
の
意
見
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

除
草
作
業
に
つ
い
て
は
、体
育
会
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
助
力

を
い
た
だ
き
除
草
作
業
を
し
ま
す
し
、
年
三
、
四
回
は
職

員
ま
た
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、子
ど
も
た
ち
で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

図
書
に
つ
い
て
は
、昨
年
よ
り
教
育
の
町
づ
く
り
を
目
指

し
た
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
各
学
校
に
臨
時
職
員
を
雇
用

し
、で
き
る
限
り
の
措
置
を
し
て
お
り
ま
す
。 
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【
質
問
】
福
智
町
行
財
政
改
革
審
議
会
答
申
後
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

�
平
成
１９
年
2
月
に
福
智
町
行
財
政
改
革
審
議
会
よ
り

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。
職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
新
た
な

配
置
は
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て
そ
の
配
置
が
必
要
と
い
う
こ
と

が
絶
対
条
件
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
を
し
、
そ
の
検
討
結
果
次
第
で
は
新
た
な
配
置
も

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
福
智
町
が
住
み
や
す

く
な
り
、
同
時
に
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変

有
意
義
あ
る
改
善
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
統
合
に

つ
い
て
も
十
分
な
検
討
を
し
た
う
え
で
、
判
断
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

�
三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
、
国
は
地
方
交
付
税
、
国
庫

補
助
金
、
国
庫
負
担
金
な
ど
を
減
額
し
、
そ
の
減
額
に

対
し
て
は
所
得
税
か
ら
住
民
税
に
税
源
移
譲
す
る
と
い

っ
て
い
ま
す
が
、
大
都
市
と
福
智
町
を
比
較
す
る
と
大
き

な
較
差
が
あ
り
、
地
方
切
捨
て
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す

が
、
町
長
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
�
現
在
、
行
政
機
構
の
見
直
し
、
公
共

施
設
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
は
っ
き
り
し
た
方
針
、
施
策
は
現
時
点
で
は
出
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
職
員
の
適
正
配
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
方
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
雇
用
の
場
を
行
政

は
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
新
た
な
雇
用
の
場
を

つ
く
る
こ
と
も
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

�
福
智
町
に
定
着
す
る
、
あ
る
い
は
流
動
的
な
人
口
を

増
や
す
こ
と
で
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
三
位
一
体
改

革
の
中
で
、福
智
町
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
け
る
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
学
童
ク
ラ
ブ
の
実
情
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
核
家
族
、
共
稼
ぎ
、
非
行
防
止
な
ど
の

観
点
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
内
容
及

び
今
後
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
現
在
、
市
場
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
４７
名

（
1
年
生
〜
3
年
生
）
、
金
田
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
５５
名

（
1
年
生
〜
3
年
生
）
3
名
（
4
年
生
以
上
）
、そ
よ
か
ぜ

保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
２４
名
（
1
年
生
〜
3
年
生
）
4
名
（
4

年
生
以
上
）
、
伊
方
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
３１
名
（
1
年
生

〜
3
年
生
）
1
名
（
4
年
生
以
上
）
、
弁
城
小
学
校
学
童

ク
ラ
ブ
２３
名
（
1
年
生
〜
3
年
生
）
4
名
（
4
年
生
以
上
）
、

す
ず
ら
ん
保
育
所
学
童
ク
ラ
ブ
２１
名
（
1
年
生
〜
3
年

生
）
１２
名
（
4
年
生
以
上
）
、
町
内
で
6
ヵ
所
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
対
象
は
原
則
1
年
生
〜
3
年
生
で
す
が
、
4

年
生
以
上
は
運
営
主
体
で
あ
る
各
保
護
者
会
で
受
け
入

れ
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１５
年
に
方
城
児
童
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
ま
た
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
お
り
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
、保
護
者
の
方
が
利
用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

【
質
問
】
福
岡
県
管
理
の
河
川
や
道
路
な
ど
地
元
か
ら

の
要
望
手
続
に
つ
い
て

町
内
に
は
県
が
管
理
す
る
河
川
や
道
路
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
要
望
が
出
た
際
の
手
続
き
、
及
び
県
へ
ど
の

よ
う
に
要
望
し
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
行
政
区
か
ら
総
務
課
に
陳
情
書
・
要
望

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
決
裁
が
済
み
ま
し
た
ら
関

係
課
へ
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
へ
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
建
設
課
が
窓
口
と
な
り
県
の
土
木
事
務
所
を

通
し
て
担
当
課
と
協
議
を
行
い
ま
す
。
協
議
内
容
に
つ

い
て
は
、
陳
情
・
要
望
の
あ
っ
た
行
政
区
に
建
設
課
か
ら

回
答
を
し
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
町
道
徳
市
〜
皿
山
線
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

こ
の
道
路
は
旧
赤
池
町
上
野
に
あ
り
、
上
野
焼
陶
器
ま

つ
り
の
際
は
循
環
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
地
づ
く

り
に
は
欠
か
せ
な
い
道
路
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
が
、

工
事
が
途
中
で
中
断
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
幅
が

急
に
狭
く
な
り
、
見
通
し
が
悪
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
整
備
計
画
な
ど
を
お

伺
い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
地
元
の
方
の
要
望
を
受
け
、
春
先
に
現

地
へ
行
き
ま
し
た
。
現
状
も
十
分
把
握
し
て
お
り
ま
す

が
、
平
成
１８
年
度
事
業
と
し
て
は
特
定
地
域
開
発
就
労

事
業
で
、こ
の
路
線
の
改
良
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
事

の
目
的
は
町
道
と
隣
接
を
し
て
流
れ
て
い
た
水
路
が
、

町
道
を
侵
食
し
た
こ
と
が
理
由
で
、
道
路
の
整
備
を
含

め
、
改
善
が
目
的
で
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
目
的
が
達

成
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 

沼口富生 議員
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▲赤池梨ワイン。
　10月に販売が開始されました。

▲福智町が目指すべき「まちの将来像」が
　策定されています。

　　鶴己 議員

【
質
問
】
産
業
振
興
に
つ
い
て

�
産
業
振
興
は
福
智
町
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
だ
と
考

え
ま
す
。
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
特
産
品
の
普
及
お
よ
び
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
か
。

�
赤
池
梨
で
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
と
い
う
動
き
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
支
援
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
説
明
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
副
町
長
〕
�
現
在
あ
る
上
野
焼
や
梨
、
ト
マ
ト

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
産
業
の
振
興
を

図
る
も
の
と
、
企
業
誘
致
に
よ
り
新
た
な
産
業
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
福
智
町
に

は
観
光
資
源
が
多
く
眠
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、こ
れ
ら
の
開
発
を
す
る
こ
と
に
よ
り
観
光
振
興

を
図
る
こ
と
も
重
要
な
施
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
進
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
産
品
の
普
及
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
京
で
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

〔
産
業
振
興
課
長
〕

�
赤
池
梨
ワ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
福
智
町
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
酒

税
関
係
の
許
可
申
請

を
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
過
疎
対
策
に
つ
い
て

�
第
1
次
福
智
町
総
合
計
画
（
ま
ち
づ
く
り
計
画
）
で
は
、

中
山
間
リ
ゾ
ー
ト
拠
点
と
し
て
保
全
お
よ
び
整
備
に
努

め
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
福
智
町
と
し
て
過
疎
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

�
公
的
施
設
の
統
廃
合
は
、
過
疎
地
域
と
し
て
非
常
に

重
要
な
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
慎
重
に
対
処

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
副
町
長
〕
�
今
後
の
人
口
推
計
で
は
、ま
す
ま

す
人
口
は
減
っ
て
い
く
と
い
う
予
想
が
立
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、

人
口
の
流
出
を
止
め
る
と
と
も
に
人
口
の
増
加
を
目
指

す
こ
と
で
、
過
疎
対
策
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
�
公
共
施
設
の
見
直
し
を
行
う
上
で
、全
般
的
に

い
え
る
こ
と
で
す
が
、
現
在
の
利
用
状
況
、
経
費
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
後
の
方
針
を
決
め
る
わ
け
で
す
が
、
最
終
的

に
は
住
民
の
皆
様
の
理
解
を
得
つ
つ
、
統
廃
合
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

予
算
を
完
全
執
行
す
る
の
で
は
な
く
、
い
く
ら
節
減
で

き
た
か
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
職
員
・
臨
時
職
員
に
つ

い
て
も
何
人
の
人
員
削
減
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
は
で
き

た
の
か
、
あ
る
い
は
滞
納
整
理
も
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
収
入
増
は
い
く
ら
な
の
か
、
そ
う
い
っ
た
点
を
各
課

が
考
え
て
い
き
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
福
智
町
行
財
政
改
革
審
議
会
の
答
申
が
２
月
に
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
の
取
組
状
況
を
説
明
願
い

ま
す
。

【
回
答
】〔
総
務
課
長
〕
2
月
末
に
答
申
が
な
さ
れ
た
後
、

福
智
町
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
各
課

長
が
部
員
と
な
り
、町
長
を
先
頭
に
4
部
会
設
置
し
、現

在
実
施
計
画
を
練
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
１９
年
度
か
ら

２３
年
度
ま
で
の
数
値
目
標
を
掲
げ
、
実
施
計
画
の
プ
ラ

ン
を
仕
上
げ
て
お
り
、
国
に
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
現
在

の
状
況
を
報
告
し
ま
す
と
、
新
規
採
用
者
に
つ
い
て
は

退
職
者
数
の
半
数
採
用
を
し
、
職
員
数
の
減
を
は
か
り

ま
す
。
ま
た
、１９
年
度
に
つ
い
て
は
国
の
給
与
構
造
改
革

が
あ
り
、
人
件
費
が
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
・
今
年
度
と
退
職
勧
奨
を
敷
き
、
人
員
削

減
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
早
急
な
削
減
を
し
、
行
財
政
改

革
を
努
め
る
た
め
に
は
、来
年
度
以
降
も
こ
う
い
っ
た
条

例
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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【
質
問
】
町
長
の
政
治
手
法
に
つ
い
て

今
後
の
計
画
な
ど
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
報
告
し
た

り
、い
ろ
い
ろ
な
形
で
計
画
を
立
て
る
、
そ
れ
が
少
し
で

も
反
対
に
あ
う
と
計
画
を
お
ろ
す
と
い
う
話
を
聞
き
ま

す
。
政
策
に
あ
た
っ
て
は
、
し
っ
か
り
と
軸
足
を
固
め
て

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
政
策
を
お

こ
な
う
中
で
、
陰
と
言
わ
れ
る
人
物
に
相
談
し
立
案
し

て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
方
が
本
当
に

お
ら
れ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕一
人
で
何
も
か
も
判
断
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
験
・
知
識
の
あ
る
方
た
ち
に
相
談

を
し
、参
考
意
見
と
し
て
判
断
を
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
誓
約
書
に
つ
い
て

�
町
長
に
と
っ
て
誓
約
書
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の

よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

�
旧
赤
池
町
時
代
に
交
わ
し
た
誓
約
書
が
あ
り
ま
す
。

獺
ヶ
谷
地
区
の
下
水
道
改
修
工
事
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

あ
る
家
屋
に
被
害
が
発
生
し
た
の
で
修
復
費
用
を
町
が

全
面
的
に
負
担
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
し
か
し
、
工
事

を
実
施
す
る
前
の
事
前
調
査
を
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た

め
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
被
害
が
出
た
の
か
、

ま
た
は
鉱
害
に
よ
る
影
響
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
状
況

で
す
。
当
時
、
事
実
が
わ
か
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
鉱

害
申
請
を
す
る
よ
う
に
勧
め
た
と
聞
き
ま
し
た
。
鉱
害

で
被
害
を
受
け
た
家
屋
を
町
が
補
償
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
町
が
工
事
で
与
え
た
被
害
を
鉱
害
認
定
に
す

り
か
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
大
変
疑
問
に
思
い
ま
す
。
町

長
、
説
明
を
願
い
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
�
昨
年
の
合
併
時
の
よ
う
に
旧
町
か

ら
新
町
へ
引
継
ぎ
を
す
る
、あ
る
い
は
将
来
的
に
継
続
す

る
と
い
う
多
角
的
な
判
断
の
も
と
で
、
誓
約
書
は
書
い

て
お
り
ま
す
。

�
工
事
は
平
成
１６
年
6
月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
１７
年
2
月
に
私
が
町
長
と
な
り
、初
め
て

そ
の
実
態
を
知
り
ま
し
た
。
確
か
に
事
前
調
査
を
し
て

お
ら
ず
、
工
事
に
よ
る
被
害
か
鉱
害
に
よ
る
被
害
な
の

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
我
々
と
し
ま
し
て
は
、
隣

近
所
の
被
害
状
況
と
比
較
し
、
推
測
の
中
で
判
断
を
す

る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、工
事
で

の
被
害
な
の
か
、
あ
る
い
は
抗
口
が
近
く
に
あ
り
、
鉱
害

認
定
を
受
け
た
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
鉱
害
に
よ
る

被
害
な
の
か
、両
方
の
可
能
性
を
考
え
探
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
鉱
害
の
申
請
も
し
た
わ
け
で
す
。
昨
年
合
併

し
、
赤
池
町
長
と
し
て
の
任
期
が
切
れ
ま
し
た
が
、
新
町

に
行
政
の
継
続
と
し
て
当
然
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
判
断
の
も
と
、
平
成
１８
年
2
月
２８
日
に
誓

約
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
質
問
】
臨
時
職
員
雇
用
に
つ
い
て

合
併
後
に
臨
時
職
員
が
５０
名
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。
町

長
は
、
役
場
職
員
に
つ
い
て
は
人
数
が
多
く
、
ひ
と
つ
の

課
に
課
長
・
係
長
が
数
名
お
り
異
常
体
制
で
あ
る
と
言

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
行
財
政
改
革
を
実
施
し
て
い

く
中
で
、
臨
時
職
員
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
異
常
事
態

で
す
。
ま
た
、
臨
時
職
員
を
採
用
す
る
際
、
町
長
の
後
援

会
に
名
を
連
ね
た
方
た
ち
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。
真
相
を
説
明
願
い
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
昨
年
よ
り
教
育
に
よ
る
町
づ
く
り
を

実
施
し
て
お
り
、
町
内
の
小
中
学
校
を
対
象
に
少
人
数

に
よ
る
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
先
生
た

ち
を
雇
用
し
ま
し
た
し
、
図
書
に
親
し
む
と
い
う
こ
と

で
各
小
中
学
校
8
校
に
臨
時
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
下
校
時
の
安
全
確
保
と
い
う
こ
と
で
安
全
サ

ポ
ー
ト
員
も
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育

に
よ
る
町
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
く
中
で
、
約
３０
名
ほ

ど
の
臨
時
職
員
が
増
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
合

併
時
に
は
事
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、
そ
の
よ
う
な

状
況
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
、
増
員
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
教
育
の
施
策
に
よ
る
増
員
は
、今
後
も
継

続
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
事
務
の
増

員
に
つ
い
て
は
機
構
の
見
直
し
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、来
年
度
に
向
け
て
は
削
減
と
い
う
形
で
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
に
関
す
る
こ
と
で
す

が
、
町
長
と
い
う
職
を
利
用
し
採
用
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
後
援
会
に
名
を
連
ね
て
い
る
方
々
も

町
民
の
方
で
す
の
で
、
雇
用
す
る
際
の
関
係
部
署
の
判

断
に
よ
っ
て
は
、
採
用
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

池永利治 議員

う
そ
が
た
に
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▲ボックスカルバート…地中に埋設される箱型の構造物で、水路等の
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【
質
問
】
被
害
状
況
の
把
握

池
永
議
員
が
旧
赤
池
町
獺
ヶ
谷
地
区
の
こ
と
に
つ
き
質

問
し
ま
し
た
が
、
私
も
同
じ
箇
所
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。
振
動
被
害
に
お
け
る
補
償
額
と
し
て
、
被
害
者
か

ら
4
5
0
0
万
円
の
請
求
額
が
出
さ
れ
、
平
成
１８
年
6

月
議
会
に
お
い
て
1
3
4
4
万
円
が
予
算
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
国
・
県
等
に
は
工
事
振
動
被
害
に
対
す
る
規
約

が
あ
り
、
町
独
自
で
積
算
を
し
、
こ
の
よ
う
な
高
額
補
償

を
し
た
と
き
に
は
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
事
前
調
査
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
た
わ
け
で
す
が
、
当

時
実
施
し
た
工
事
工
法
な
ど
を
含
め
て
、
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
建
設
課
長
〕
�
こ
の
工
事
は
、
平
成
１６
年
度
に

町
の
単
独
事
業
と
し
て
、被
害
が
出
ま
し
た
家
屋
よ
り
１０

メ
ー
ト
ル
下
を
起
点
と
し
約
７０
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
（
埋
設
排
水
路
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
工

法
は
、家
屋
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
無
振
動
の
矢
板
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
時
、１５
軒
の
事
前
調
査
は
お
こ
な

い
ま
し
た
が
、
被
害
が
で
ま
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
工
事
が
終
わ
り
、
事
後
調

査
を
お
こ
な
っ
た
際
、１１
軒
に
被
害
が
出
て
い
ま
し
た
。
今

後
は
、こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
事
前
調
査
は
し

っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
誓
約
書
に
つ
い
て

赤
池
町
長
選
挙
が
あ
っ
た
の
は
平
成
１７
年
2
月
１３
日
で
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
鉱
害
申
請
が
平
成
１７
年
１０
月
２０
日
、

そ
し
て
平
成
１８
年
2
月
２８
日
旧
赤
池
浦
田
町
長
が
誓
約

書
を
入
れ
、
平
成
１８
年
3
月
6
日
に
合
併
し
福
智
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
か
ら
頼
ま
れ
て
し
た
の
か
、
町
が
迷
惑
を
か
け
た

の
で
被
害
の
誓
約
書
を
入
れ
た
の
か
、
そ
れ
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
旧
赤
池
町
長

の
水
永
氏
、
助
役
の
今
田
氏
の
と
き
は
、
問
題
の
家
に
つ

い
て
は
振
動
被
害
対
象
外
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
引
継
ぎ
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
承
知
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

【
質
問
】
産
業
廃
棄
物
の
瑕
疵
に
つ
い
て

町
有
地
を
払
い
下
げ
後
、
産
業
廃
棄
物
等
が
埋
ま
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
補
償
に
つ
い
て
、
3
月
議
会
で
予
算
を

取
っ
て
い
ま
し
た
が
そ
の
後
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、

そ
の
他
の
地
区
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
、

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
財
政
課
長
〕
補
償
相
手
方
と
の
相
違
が
あ
り
、

精
査
中
で
す
の
で
現
在
執
行
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
赤
池
町
の
地
区
に
お
い
て
同
様
の
申
し
入
れ

が
1
件
あ
り
ま
し
た
。

浦田光由 議員

う
そ
が
た
に

か
　
し
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【
質
問
】
合
併
前
後
の
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

�
合
併
前
後
は
、
事
務
処
理
の
繁
雑
お
よ
び
怠
慢
な
ど

に
よ
り
様
々
な
苦
情
、
不
備
が
生
じ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
に
退
職
を
し
た
管
理
職
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。
課

長
の
責
務
は
職
場
の
環
境
づ
く
り
に
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
率
直
な
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

�
町
民
の
方
が
旧
赤
池
町
の
と
き
に
、
当
時
の
総
務
課

長
に
梅
雨
時
期
に
な
る
と
自
宅
前
の
側
溝
が
溢
れ
て
困

る
の
で
対
処
し
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

合
併
前
な
の
で
、
書
類
を
残
し
新
町
に
引
継
ぎ
を
す
る

と
い
う
説
明
を
し
、
そ
の
課
長
は
昨
年
3
月
に
退
職
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
書
類
を
残
す
、
ま
た
引
継
ぎ
を
全

く
し
て
お
ら
ず
、
1
年
た
っ
て
も
何
も
連
絡
が
な
い
も
の

だ
か
ら
、
町
民
の
方
か
ら
私
に
相
談
が
あ
り
、
現
在
の
建

設
課
に
問
い
合
わ
せ
る
と
要
望
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い

と
の
回
答
で
し
た
。
そ
の
後
、
総
務
課
に
要
望
書
を
出

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
半
年
近
く
経
過
し
て
も
何
も

連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
課
は
要
望
書
を
見
て
も
聞

い
て
も
い
な
い
と
言
い
ま
す
。
要
望
書
・
陳
情
書
は
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
処
理
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
提
出

し
た
際
に
受
領
書
等
は
発
行
し
て
い
る
の
か
説
明
願
い

ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
�
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
職

責
を
遂
行
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
も
職
員
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

�
〔
総
務
課
長
〕
旧
三
町
の
残
さ
れ
た
も
の
は
、
新
町
へ

引
き
継
ぐ
と
い
う
申
し
あ
わ
せ
の
も
と
で
事
務
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
陳
情
書
が
上
が
っ
て
き
て

い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
再
度

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
受
付
は
総
務
課
で

し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
関
係
課
に
渡
し
、
早
急
な
処
理
を

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
領
書
等
に
つ

い
て
は
、
要
望
さ
れ
る
方
の
み
陳
情
書
に
総
務
課
の
受

付
印
を
押
し
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
受
領
書
代
わ
り
と
し
て

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

〔
建
設
課
長
〕
合
併
後
、
建
設
課
に
は
要
望
・
陳
情
が
数

百
件
で
ま
し
た
。
現
在
、
対
処
し
て
い
ま
す
が
完
全
に
処

理
は
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
早
く
要

望
者
の
方
々
に
回
答
し
て
い
き
た
い
と
努
力
し
て
い
ま

す
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
早
急
に
回
答
で
き
る
よ

う
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
質
問
】
獺
ヶ
谷
水
路
工
事
に
よ
る
被
害
補
償
に
つ
い
て

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
お
二
人
か
ら
質
問
が
あ
り

ま
し
た
が
、
再
度
簡
単
に
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
先
ほ
ど
の
答
弁
で
、
経
緯
あ
る
い
は
状

況
を
お
話
し
ま
し
た
が
、
な
ぜ
事
前
調
査
を
し
な
か
っ

た
の
か
、
私
も
疑
問
に
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
行
政
へ
の

警
鐘
と
い
う
こ
と
で
真
摯
に
受
け
止
め
、
誠
意
を
も
っ
て

対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
産
炭
地
域
活
性
化
基
金
に
つ
い
て

�
産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法
の
執
行
に
伴
う
激
変
緩

和
措
置
期
間
が
、
平
成
１８
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
に

あ
た
り
、
同
基
金
を
取
り
崩
し
て
今
後
5
年
間
に
対
象

市
町
村
へ
配
分
す
る
こ
と
と
な
り
、
福
智
町
は
2
億

6
1
0
0
万
円
が
分
配
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

�
町
内
に
は
、
観
光
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
文
化
財
も
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
�
分
配
金
は
、福
智
町
の
地
域
を
促
進

す
る
事
業
し
か
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、使
用
計
画
に
つ
い

て
は
県
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
振
興
に
有

効
に
使
え
る
よ
う
検
討
し
、
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�
〔
企
画
課
長
〕
福
智
町
に
は
、
町
を
代
表
す
る
窯
跡
が

3
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
上
野
興
国
寺
付
近
の
釜
ノ
口
窯
、
上

野
皿
山
に
皿
山
本
窯
、
上
弁
城
に
岩
屋
高
麗
窯
と
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
窯
も
荒
れ
放
題
で
立
ち
入
る
こ
と
も
で

き
な
い
状
況
で
す
。

上
野
焼
以
外
の
窯
も
あ
り
、
上
野
天
郷
に
古
墳
時
代
の

窯
跡
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

旧
赤
池
町
市
場
地
区
に
市
津
（
い
つ
ち
）
と
い
う
場
所
が

あ
り
、
昔
は
港
町
で
し
た
。
ま
だ
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
支
石
墓
と
い
う
大
変
珍
し
い
遺
跡
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
調
査
し
、
確
認
で
き
れ
ば
歴

史
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

皆川高司 議員

う
そ
が
た
に
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▲老朽化が激しい天郷荘（町立老人ホーム）

▲多くの機能がついている携帯電話

【
質
問
】
町
施
設
の
有
効
な
活
用
に
つ
い
て

�
町
費
で
建
て
た
施
設
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
元
の
私
有

地
を
通
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
が
あ
り
ま

す
。
大
事
な
町
民
の
血
税
を
使
い
建
設
し
た
施
設
を
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
不
便
な
と
こ
ろ
に
設
備
し
た
の
か
大

変
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。
ま
た
、こ
れ
か
ら
も
私
有
地
を

使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
賃
貸
も
し
く
は
買
収
を
行
う

の
か
、こ
れ
ら
が
今
後
の
課
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
ま
す
。
町
長
に
な
ら
れ
る
前
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
町
立
老
人
ホ
ー
ム
に
天
郷
荘
と
い
う
施
設
が
あ
り
ま

す
。
大
変
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
台
風
や
大
雨
の
際
に
は

コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
避
難
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
び
に
、
お
年
寄
り
が
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建

物
の
状
況
を
推
察
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
内
に
は
た
く
さ
ん
余
っ
て
い
る
施
設
が
あ
り
、
近
く
に

も
鉄
骨
で
広
い
建
物
が
あ
り
ま
す
し
、
こ
の
よ
う
な
建

物
に
お
入
り
で
き
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
安
心
し
て
老
後
を

送
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
答

弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
�
ご
指
摘
の
施
設
が
ど
こ
な
の
か
、
明

確
な
把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
原
則
的
な
考
え
で

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
施
設
を
つ
く
る
際
に
は
、
そ
の

使
用
目
的
に
あ
う
よ
う
な
環
境
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
施
設
は
遊
休
施
設

と
し
て
眠
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
、
十
分
検
討
し
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�
天
郷
荘
は
か
な
り
老
朽
化
が
進
み
、
非
常
に
危
険
な

状
況
で
す
。
私
も
旧
赤
池
町
長
時
に
、建
て
替
え
か
民
間

移
譲
で
随
分
検
討
し
ま
し
た
。
現
在
も
解
決
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
最
重
要
な
検
討
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
財
政
的
な
側
面
も
考
え
、ま
た
公
共
施
設
の
統

廃
合
等
も
兼
ね
合
わ
せ
て
今
後
結
論
を
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、こ
れ
か
ら
団
塊
世
代
の
方
が
故

郷
に
帰
っ
て
こ
よ
う
と
し
た
と
き
、
住
居
あ
る
い
は
住
ま

う
施
設
が
な
い
と
受
け
入
れ
は
当
然
不
可
能
に
な
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
将
来
的
な
見
通
し
も
含
め
、
老
人
ホ
ー

ム
の
存
続
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
、
私
個
人
は
考

え
て
い
ま
す
。
現
在
、検
討
中
で
す
の
で
、は
っ
き
り
と
し

た
指
針
が
出
ま
し
た
ら
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

【
質
問
】
携
帯
電
話
に
つ
い
て

新
聞
紙
上
に
、
携
帯
電
話
に
関
わ
る
事
件
が
数
多
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き

る
携
帯
電
話
も
あ
り
、
実
名
を
あ
げ
て
同
級
生
や
教
師

の
悪
口
を
書
き
込
み
、
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、い
じ

め
の
温
床
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
持

っ
て
い
る
こ
と
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
登
下
校
に
安
全
を
期
す
る
た
め
も
あ
る
で
し
ょ

う
し
、
親
も
安
心
す
る
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

ど
の
よ
う
な
機
能
が
つ
い
て
い
る
の
か
、
持
た
せ
る
親
は

し
っ
か
り
と
掌
握
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
こ
の
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
達

が
被
害
に
あ
わ
ず
、
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
す
。
そ
こ

で
教
育
長
に
お
尋
ね
で
す
。
町
内
の
小
中
学
校
で
の
携

帯
電
話
使
用
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
指
導
を
進

め
て
い
か
れ
る
つ
も
り
で
す
か
。

【
回
答
】〔
教
育
長
〕
町
内
に
は
、
小
学
校
5
校
、
中
学
校

3
校
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
学
校
へ
の
持
ち
込
み
は
認
め

て
い
ま
せ
ん
の
で
、生
徒
が
ど
れ
だ
け
所
持
し
て
い
る
の

か
実
態
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、あ
る
小
学
校

の
低
学
年
生
徒
の
保
護
者
か
ら
、
登
下
校
時
に
一
人
に
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
相
談
が
あ
り
、
特
例
と
し
て
認
め

て
お
り
ま
す
が
、
学
校
に
い
る
間
は
担
任
が
預
か
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
情
報
伝
達
手
段
は
非
常
に
便
利
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
小
中
学
生
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根

拠
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
し
、新
聞
記
事
等
を
見

ま
し
て
も
、
子
ど
も
達
が
適
切
に
使
用
す
る
た
め
、
所
持

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
節
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

携
帯
電
話
は
、
親
が
買
い
与
え
、
電
話
代
等
も
支
払
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
買
い
与
え
る
な
ら
ば
、

親
が
指
導
を
し
、責
任
を
持
っ
て
持
た
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
学
校
の
指
導
に
は
な
か
な
か
限
界
と

い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

杉本數男 議員
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▲弁城地区にある第一保育所。地域ぐるみの保育に取り組んでいます。

【
質
問
】
第
一
保
育
所
、
中
央
保
育
所
統
合
問
題
に
つ
い

て�
第
一
保
育
所
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
ら
れ
地
域
に
根

ざ
し
た
保
育
所
で
す
。
ま
た
、
近
く
に
は
弁
城
小
学
校
が

あ
り
、
学
校
と
も
非
常
に
関
係
の
深
い
保
育
所
で
も
あ

り
ま
す
。
町
長
が
行
財
政
改
革
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

公
共
施
設
の
合
理
化
を
進
め
る
中
で
、
第
一
保
育
所
の
統

合
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
保
護
者
の
不
安
は
増
す
ば

か
り
で
す
。
弁
城
地
区
か
ら
保
育
所
が
な
く
な
り
、
ま
た

将
来
的
に
は
小
学
校
も
な
く
な
れ
ば
、
さ
ら
に
過
疎
化

が
進
み
福
智
町
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
先
般
８

月
３１
日
に
第
一
保
育
所
保
護
者
会
と
の
説
明
の
中
で
、
保

育
所
・
保
護
者
会
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
協

議
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
と
し
て
の

具
体
的
な
考
え
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

�
第
一
保
育
所
・
中
央
保
育
所
統
合
で
は
な
く
、
ま
た
民

間
委
託
で
も
な
く
、
公
立
と
し
て
存
続
し
て
い
く
気
は

あ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

�
も
し
民
間
に
な
っ
た
場
合
、
保
育
士
の
対
応
な
ど
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
回
答
】〔
町
長
〕
�
保
護
者
・
保
育
士
・
地
区
の
役
員
の

方
々
と
何
度
か
話
し
合
い
を
し
、そ
の
際
、基
本
的
に
は

11
月
末
を
め
ど
に
結
論
を
出
し
た
い
と
お
話
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
く
中
で
、い
か
に
第
一
保
育
所
が
弁
城
地
区
の
地
元
に

密
着
し
、
地
域
に
根
付
い
て
き
た
保
育
所
で
あ
る
か
十

分
理
解
し
把
握
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
議
論
し
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、地
元
の
考
え
を
提
示
し

て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
の
考
え
方
と
す
り
合
わ
せ
を
し

て
い
き
な
が
ら
、話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�
今
現
在
で
は
、
統
合
す
る
か
公
立
の
ま
ま
残
す
の
か

結
論
を
出
す
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の

方
た
ち
の
考
え
等
を
ま
と
め
な
が
ら
協
議
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�
旧
金
田
町
が
以
前
、
町
立
保
育
所
を
民
営
化
に
し
た

例
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
仮
に
民
営
化
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
身
近
に
そ
の
よ
う
な
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
育
の
質
が
落
ち
、

子
ど
も
達
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
子
ど
も
の
環
境
等
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
し
、
地
元
・
保
護
者
の
方
た

ち
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

堀江政洋 議員
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◆「
広
報
特
別
委
員
会
」が
、福
智
町
議
会
の
中
で
９

月
11
日
に
設
置
さ
れ
、６
名
の
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
と
い
う
の
が
、全

員
協
議
会
で
の
結
論
で
あ
り
ま
し
た
。各
常
任
委
員

会
か
ら
２
名
と
い
う
こ
と
で
、推
さ
れ
て
、委
員
と

な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。◆
委
員
と
な
っ
た
以
上

は
、町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
活
動
状
況
を
お
知
ら

せ
す
る
と
い
う
役
割
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
に
努

力
を
傾
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。何
度
も
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、骨
格
を
固
め
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、「
福
智
町
議
会
だ
よ
り
」を
発
行
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。◆
閑
話
休
題
。「
ふ
る
さ
と
は
遠

き
に
あ
り
て
思
う
も
の
　
そ
し
て
悲
し
く
う
た
う

も
の
」室
生
犀
星
の
詩
で
あ
り
ま
す
が
、三
十
有
余

年
振
り
に
、ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
を
良
く
す
る
、住
み
た
く
な
る
ふ
る
さ

と
へ
と
も
っ
て
い
く
。緑
多
き
、水
清
き
ふ
る
さ
と

…
…
。ふ
る
さ
と
を
大
事
に
し
、地
域
を
愛
す
る
と

い
う
こ
と
で
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
団
体

が
あ
り
ま
す
。学
童
の
登
下
校
時
の
交
通
安
全
や
パ

ト
ロ
ー
ル
、道
路
や
河
川
の
清
掃
活
動
、老
人
ホ
ー

ム
等
へ
の
訪
問
や
奉
仕
活
動
、地
域
活
性
化
や
男
女

機
会
均
等
を
旗
印
に
し
て
い
る
団
体
等
々
。ふ
る
さ

と
田
川
の
、福
智
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
べ

く
、余
暇
の
一
部
を
ふ
る
さ
と
に
役
立
た
せ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
皆
さ
ま
に
頭
が

さ
が
り
ま
す
。◆
ふ
る
さ
と
に
税
金
を
還
元
す
る
と

い
う
、ふ
る
さ
と
納
税
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
実
現
を
強
く
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
　
）

編
集
後
記

　
平
成
十
八
年
三
月
六
日
、旧
赤
池
町
・
旧
金
田
町
・
旧
方
城
町
の
三
町
が

合
併
し
、福
智
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
し
て
、本
年
四
月
の
選
挙
に
お
い

て
二
十
名
の
町
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
降「
議
会
だ
よ
り
」の
件
は
話
題
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、発
行
す

る
ま
で
の
結
論
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
話
題
に
の
ぼ
り
話
は
進
み
、結
果
と

し
て
九
月
定
例
会
前
に
、発
刊
に
向
け
た
準
備
会
発
足
へ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
福
智
町
議
会
九
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
福
智
町
議
会
広
報
特

別
委
員
会
設
置
及
び
委
員
六
名
の
選
任
」が
可
決
承
認
さ
れ
、六
名
の

委
員
の
互
選
に
よ
り
、私
、沼
口
が
委
員
長
に
、副
委
員
長
に
は
　
津

議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
早
速
九
月
の
定
例
会
か
ら
定
例
会
ご
と
の
発
行
に
な
り
ま
す
が
、

議
会
と
住
民
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
、議
会
審
議
・
活
動
状
況
な
ど
を

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、「
議
会
だ
よ
り
」を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
議
会
だ
よ
り
」を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、

町
民
の
一
人
一
人
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、委

員
長
就
任
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広報特別委員会は、町民の皆様に
わかりやすい「議会だより」を目指します。

委
員
長
あ
い
さ
つ

広報特別委員会

委員長　沼口富生
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